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2025年３月期通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、2024年11月８日に公表いたしました2025年３月期通期連結業績予想と実績値に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025年３月期通期連結業績予想と実績値の差異 

（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

12,200 

百万円 

900 

百万円 

820 

百万円 

550 

円 銭 

75.68 

実績（Ｂ） 11,871 596 585 401 55.23 

増減額（Ｂ－Ａ） △328 △303 △234 △148  

増減率（％） △2.7 △33.7 △28.6 △27.0  

（ご参考）前期実績 

（2024年３月期） 
12,231 1,095 1,268 852 117.30 

 

差異の発生理由 

当社グループは、2024年11月8日に公表いたしました2025年3月期通期業績予想におきまして、顧

客企業による製品在庫調整の影響、継続する原材料価格の高騰、世界経済の不透明感などを背景

に、依然として厳しい外部環境が続くことを前提とし、慎重な見通しを立てておりましたが、見通しを下

回り推移いたしました。売上高につきましては、当社が主力とする工業機器市場、画像機器市場、お

よび遊技機器市場において、需要の鈍化が想定以上に進行し、各市場で販売が減少したことから、

業績予想を下回る結果となりました。利益面につきましても、製品販売単価の見直しや製造工程の効

率化による生産性向上、設備投資の最適化や販売管理費の抑制といった収益強化策を継続して講

じてまいりましたが、売上高の減少、為替の影響、原材料価格や人件費の上昇等に加え、将来の持

続的成長を見据えた新製品開発への投資や、グローバル市場への事業展開に向けた先行投資も重

なり、業績予想を大きく下回りました。 

 

以 上 


